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1. 日揮グループおよびIT Grand Plan 2030の紹介



日揮グループ歴史

1928年(昭和3年）日本揮発油（株)を創業

1960年代~ 海外市場に進出
1930年代~ エンジニアリング事業開始

1980年代~ 事業を多角化
2019年 持株会社体制へ移行



地域別売上高
2018/3 連結
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10,000人 日揮グループ7,610人/日揮単体2,280人約8割

世界に広がる日揮グル―プ人材ネットワーク海外での売上

グローバルなビジネスアリーナ



• 石油／ガス／資源開発
• 石油精製
• ＬＮＧ
• 石油化学／化学
• 発電／原子力／新エネルギー

• 医薬品／研究所
• 一般産業
• 環境（太陽光発電、バイオマス等）
• 医療福祉

• 電力／水／新エネルギー
• 環境保全技術
• 資源開発
• 都市／インフラ開発
• 医療福祉
• ニュービジネス

エネルギー・化学分野

医薬・環境・インフラ分野

事業運営・投資

事業分野

温室野菜工場(ロシア）

バイオ原薬工場(日本)

LNGプラント（マレーシア）

ニッケル精錬プラント（フィリピン）

LNGプラント(ロシア)

病院経営(カンボジア)



EPC事業フロー



世界最大級のガス処理プラントを建設

PJ Amount 3B$, EPC L/S
Schedule 4 years
Location Middle East
Area 2.3km×1.4km
Workers 40,000 

Large & Complex



2018年 IT Grand Plan 2030を発表。策定の背景とは？
あの頃の日揮 IT の課題
同業他社に立ち遅れ？
長期的なビジョンとグランドプランの不在
最新の IT 技術をイノベーションに活かせていない
データ活用の不十分さ（エクセルのバケツリレー）
グループ内の IT 活用面での不統一

1

メジャーオイルからの挑戦的な助言
2030 年、現在の MH の 1/3、スピードは 2 倍に！
乗り遅れれば、日揮は将来、ダイナソーになるぞ！
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5つのイノベーションプログラムを提起

1. AI設計
2. デジタルツイン
3. 3Dプリンタ・建設自動化・新素材
4. 標準化・Module化したプラント
5. スマートコミュニティ

IT Grand Plan 2030 概要



2. デジタルツインとBIM



デジタルツインとは
Society 4.0   情報社会

サイバー/仮想空間

フィジカル/現実空間

クラウド

蓄積

活用収集/入力

分析

共有・連携が不十分
人が多く介在

Society 5.0

AI

センサー情報

製品
建物
都市 etc…..

新しい価値

解析

拡張

共有・連携 UP
人介在 DOWN
イノベーション



3つのデジタルツイン
エンジニアリング
デジタルツイン

AI

蓄積 分析

オペレーション&メンテナンス
デジタルツイン

プロジェクト
デジタルツイン

EPC

どう運用/維持管理するか？どんなプラント/建物にするか？ どのように遂行/建設するか？

フィードバック

サイバー/仮想空間

フィジカル/現実空間

業務(EPC)のデジタルツイン

活用収集/入力 センサー情報

解析拡張



エンジニアリング
デジタルツイン

AI

蓄積 分析

プロジェクト
デジタルツイン

EPC

サイバー/仮想空間

フィジカル/現実空間

膨大なデータに基づく高精度・多様なシミュレーション
一元的なデータプラットフォーム上での高効率な業務遂行

活用収集/入力

解析拡張

デジタルツインのメリット

設計の効率化、高品質化 確実なプロジェクト遂行、将来予測によるリスク低減

静的データ 動的データ

社内外の膨大なデータを参照 現実空間の環境下での検討

リアルタイム性

タイムリーなコラボレーション
将来を予測したフィードバック



日揮グループのBIM取組

JGC Way of Plant & Building Information Modeling

STR

ARC

HVAC

ELC

PIPE



AI

蓄積 分析サイバー/仮想空間

フィジカル/現実空間 活用収集/入力

解析拡張

デジタルツインとBIMの関係性

3D 設計

4D 建設

5D コスト

6D サスティナブル

Generative 
Design

パラメトリックモデル
(形状＋属性情報)

共通データ環境(CDE)

外部連携API

＊Autodeskソリューション（一部）をプロット

目的に応じてソリューションを選択＆繋ぎデジタルツインを拡張



デジタルツイン実現に向けた課題

個々のデジタルの力が不可欠
アナログ デジタル

ブラックボックス化

サイバー/仮想空間

フィジカル/現実空間

AI

アクセス出来ない

仮想空間にアクセスしデータをあげる

リモートワークが出来る＝手元の作業がデータ化



デジタルツインに向けたBIM環境の整備とは

デジタル

アナログ

DX

皆を意識したBIMの環境整備を実施中。

見る、基本設計パッケージ入力等 レベル別の目標設定

・BIM基盤を整備

BIMを軸にデジタル化

マニュアル、BIM遂行計画書、コード体系等

・BIM人材育成



3. 取組紹介(国際コード、BIM360, Assemble)
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様々な地域・多様な主体とのPJ遂行



様々な地域、分野でのPJ遂行



多分野の専門家、
多様な主体とのPJ遂行



様々な地域 で 多様な主体 との PJ遂行に向けたBIM整備



遂行可能なBIMへ誰とでも

対応できるBIMへどの地域でも

BIMへひと目で分か
る

多様な主体との、

分かりやすく、世界に開かれた

様々な地域で、

PJ遂行

BIMの「標準」を



遂行可能なBIM
へ

誰とでも

02. 初心者でも理解できるBIM遂行の実現に向けて

01.  世界中のStakeholderとのリモートでの協業



“ 世界中のStakeholder ” とリモートでの協業

・ BIM360を核としたPJ遂行

01

遂行可能なBIMへ誰とでも













リモートでもBIM360上で
『効率的な』情報共有・遂行が可能に



“ 初心者 ” でも理解できる
BIM遂行を目指して

・ ファミリのスタンダード化

・ BEPテンプレートの整備

・ BPMNを活用した業務の可視化
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遂行可能なBIMへ誰とでも



ISO19650、各国のBEPを参考に自社BEPテンプレートを整備

各国の標準をベースにBEPを整備

※ BEP (BIM Execution Plan)=BIMの実行計画書



プロジェクト情報

BIMの目標

BIMの活用

業務連携プロセス

LOD表
各国の標準に近いBEPテンプレートを作成
社外メンバーでも協業し易い環境を



既存業務フローを見える化/BIM Use毎の業務フロー見える化

ビジネスフローを用いて業務を可視化

各主体の役割を明確化



BIM Use（BIMの活用）毎にBPMNを作成



LOD毎の形状定義を明確化

PJで必要になる形状レベルを明確化

※     LOD=Level Of Development
(必要とされるモデルの詳細度および情報の詳細度レベル規定)



LOD 100 LOD 200 LOD 300 LOD 400

各LODで要求される属性データを明確化





“ 標準 ” により

初めての協業者でも理解できるBIM遂行を



遂行可能なBIM
へ

誰とでも

ツール：
BIM360（CDE）の活用

遂行：
業務の標準化
（遂行計画・業務フロー・LOD定義）



対応できるBIM
を

どの地域でも

世の中のデータとBIMを繋ぐ02

国際コード・基準への対応01



・ 社内コードと国際標準・コードの適応

国際コード・基準への対応

・ ファミリへのコード適応

01

対応できるBIMへどの地域でも



自社コードだけではなく、世の中の様々なコードに対応させる

OmniClass

FWBS PCWBS

MasterFormatUniFormat

自社のデータを繋ぐ為の 社内コード

UniClass

社外のデータを繋ぐ為の 国際標準・コード

IFC

Functional
Location

Asset
Class

etc.

etc.



一つのファミリに対し複数コードを

複数国際コードをFamilyに適応



“ 世の中のデータ ” とBIMを繋ぐ

・ Assembleを活用した外部コストデータ活用
・ Assembleを活用したコード別集計
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対応できるBIMへどの地域でも





各国のコストデータ
をAssembleで繋ぐ

Cost data based on each code

Code

Total Cost



世界標準・コード対応により
世の中のデータと繋がるBIMを目指す



対応できるBIMへどの地域でも

国際標準・コード準拠：
ファミリに対するコード準拠の徹底

世の中のデータとの接続：
コードをベースに各種データとの接続



BIMへひと目で分かる

01 現状をリアルタイムに可視化

02 PJステータス情報を集約



“現状” をリアルタイムに可視化

・ Assembleを活用した設計進捗・所掌の見える化
・ ステータス情報のBIM360への集約

01

BIMへひと目で分か
る



プログレスを
ドキュメント枚数で管理

【２D遂行】



プログレスを
モデル・LODで管理

【BIM遂行】



ELEMENT
-OmniClass base- Target LOD

-Detailed Design phase Current LOD

21-02 20 50 10 Exterior Entrance 
Door 300 300

21-04 40 10 50 Fire-Extinguishing 200 300

OmniClass- Model Progression Table

Model Progression TableLOD表

LOD表を用いたBIMの進捗の見える化 “



ELEMENT
-OmniClass base-

Target LOD
-Detailed Design 

phase
Current LOD

21-02 20 50 
10

Exterior Entrance 
Door 300

21-04 40 10 
50

Fire-Extinguishing 200 300

ELEMENT
- UniClass base -

Target LOD
-Detailed Design 

phase
Current LOD

EF_25_30 Door and windows 300
EF_55_30 Fire extinguishing 

supply 200 300

ELEMENT
- FWBS base -

Target LOD
-Detailed Design 

Phase
Current LOD

4145 DOOR 300
4189 PORTABLE FIRRE 

EXTINGUISHER 200 300

OmniClass- Model Progression Table

FWBS- Model Progression Table

UniClass- Model Progression Table

100

100

100

LOD100

LOD表を用いたBIMの進捗の見える化 “



ELEMENT
-OmniClass base-

Target LOD
-Detailed Design 

phase
Current LOD

21-02 20 50 
10

Exterior Entrance 
Door 300

21-04 40 10 
50

Fire-Extinguishing 200 300

ELEMENT
- UniClass base -

Target LOD
-Detailed Design 

phase
Current LOD

EF_25_30 Door and windows 300
EF_55_30 Fire extinguishing 

supply 200 300

ELEMENT
- FWBS base -

Target LOD
-Detailed Design 

Phase
Current LOD

4145 DOOR 300
4189 PORTABLE FIRRE 

EXTINGUISHER 200 300

OmniClass- Model Progression Table

FWBS- Model Progression Table

UniClass- Model Progression Table

200

200

200

LOD100

LOD200

Replacement

LOD表を用いたBIMの進捗の見える化 “



ELEMENT
-OmniClass base-

Target LOD
-Detailed Design 

phase
Current LOD

21-02 20 50 
10

Exterior Entrance 
Door 300

21-04 40 10 
50

Fire-Extinguishing 200 300

ELEMENT
- UniClass base -

Target LOD
-Detailed Design 

phase
Current LOD

EF_25_30 Door and windows 300
EF_55_30 Fire extinguishing 

supply 200 300

ELEMENT
- FWBS base -

Target LOD
-Detailed Design 

Phase
Current LOD

4145 DOOR 300
4189 PORTABLE FIRRE 

EXTINGUISHER 200 300

LOD100

LOD200

LOD300

OmniClass- Model Progression Table

FWBS- Model Progression Table

UniClass- Model Progression Table

300

300

300

Replacement

LOD表を用いたBIMの進捗の見える化 “







PJステータスをCDEに集約

・ Assemble情報をBIM360で表示
・ PowerBIとAssemble情報を組み合わせたレポート

02

BIMへひと目で分か
る









PJステータス状況を「見える化」し
「ひと目で分かるBIM」を実現



BIMへひと目で分かる

ビジュアライズ化：
属性・数値データのビジュアル化

ステータス情報の集約：
PJステータス情報をBIM360に集約



分かりやすく、世界に開かれた
BIMの「標準」を

遂行：

業務の標準化
（遂行計画・業務フロー・LOD定義）

遂行可能なBIMへ

誰とでも

ツール：

BIM360（CDE）の活用

対応できるBIMへ

どの地域でも

国際標準・コード準拠：

ファミリに対する
コード準拠の徹底

世の中のデータとの接続：

コードをベースに
各種データとの接続

BIMへ

ひと目で分かる

ビジュアライズ化：

属性・数値データの
ビジュアル化

ステータス情報の集約：

PJステータス情報を
BIM360に集約



様々な地域 で 多様な主体 と共に 実現

BIMを核としたPJ遂行を



4. 今後の展望



1. AI設計
2. デジタルツイン
3. 3Dプリンタ・建設自動化・新素材
4. 標準化・Module化したプラント
5. スマートコミュニティ

デジタルツインから他のイノベーションプログラムへ



回転機のForge 自動設計の絵
嘉山さん取組の写真を載せる

プロットプランの自動設計システムを開発



3Dプリンタの本格的導入に向け国内プロジェクトで実証に着手



設計データを製作に繋げるアプローチを試行



現実空間と仮想空間を行き来しながらEPCを遂行



IT Grand Plan2030のその先、2040年を目指して

月面推薬生成プラントの構想検討開始

under consideration
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